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○  超高齢社会  ⇒  介護保険給付費の増加  

○  団塊の世代の増加  ⇒  社会との関わりが希薄   

高齢者が人としての尊厳と自尊心を保ち、生涯にわたり現役生活を実践し、 

いつまでも心身共に現役で豊かな人生を過ごすためには？ 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほほえみセカンドライフのために！ 

新たな第一歩を踏み出す団塊の世代へ 

 

提 言 

○今後、戦後ベビーブームの世代、いわゆる「団塊の世代」が６５歳に到達し、 

 かつて経験したことのない、超高齢社会を迎える 

○要支援・要介護認定者数の増加に伴う介護保険給付の急増が見込まれる 

○「生涯現役でいたい」と思う人の割合が高い 

○日本の地域社会において、退職後の方の地域貢献意欲に応える仕組み 

がまだ未成熟であるため、早急にこれを整備する必要がある 
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施 策 ① 

セカンドライフ応援

式条例の制定 

 

施 策 ② 

条例に定める式典

開催、1日ボランテ

ィア体験の実施 

① 団塊の世代に生きがいをもってもらう方法の提言 

② 元気な団塊の世代に地域ボランティアを実施してもらう方法の提言 

施 策 ③ 

地域ボランティア

ポイント制度の導

入 

効 果 

① 団塊の世代の社会参加により、要介護状態への移行が遅延 

② 介護ボランティアが増加 ③介護保険給付費が減少 

提言の要旨 


